
農
地
を
転
用
す
る
に
は　
　
　
　
　

　

許
可
が
必
要
で
す

　

ご
自
分
の
農
地
で
も
、
農
地
以
外
に
転
用

す
る
に
は
、
農
地
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。

近
年
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
農
地
転
用
申
請

が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
農
地
が
10
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
ま
た
は
、
基
盤
整
備
事
業
が
完
了

し
て
い
る
農
地
は
、
一
定
要
件
以
外
は
許
可

で
き
ま
せ
ん
。
農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
で
栽
培
し
た
　
　
　
　
　

　「
塩
玉
ね
ぎ
」～
湯
田
マ
ル
シ
ェ
～

　

４
月
29
日（
月
）に
旧
湯
田
小
学
校
校
庭
で

「
湯
田
マ
ル
シ
ェ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
小
物
類
や
飲

食
店
な
ど
約
40
店
舗
が
並
ぶ
中
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
含
む
地
元
生
産
者「
湯

田�

二は

十つ

日か

会
」が
、
塩
浜
地
区
の
遊
休
農
地

８
ア
ー
ル
を
借
り
受
け
て
栽
培
し
た「
塩
玉

ね
ぎ
」を
販
売
し
、
完
売
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
湯
田
地
区
の
遊
休
農
地
を
利
用

し
た
南
高
梅
も
栽
培
し
て
お
り
、
梅
肉
エ
キ

ス
の
加
工
な
ど
の
六
次
産
業
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
会
員
ら
は「
活
動
が
楽
し
く

て
仕
方
が
な
い
」と
口
を
そ
ろ
え
て
い
ま
し

た
。

　
「
親
か
ら
引
き
継
い
だ
水
田
は
今
ど
う
な

っ
て
い
る
か
、
教
え
て
ほ
し
い
」一
番
つ
ら

い
思
い
を
す
る
一
言
で
す
。「
幼
少
期
、
父
母

が
私
た
ち
を
養
う
た
め
、
わ
ず
か
な
田
畑
を

耕
し
、
飢
え
る
こ
と
な
く
育
て
上
げ
て
く
れ

た
思
い
出
深
い
田
ん
ぼ
は
、
今
ど
う
な
っ
て

い
る
か
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」関
西
在
住
の
知

人
か
ら
先
日
届
い
た
便
り
で
す
。

　

都
会
に
嫁
ぎ
、
昔
懐
か
し
い
故
郷
の
波
打

つ
黄
金
の
稲
穂
が
、
一
層
思
い
出
せ
る
か
と

思
い
、
水
田
の
耕
作
風
景
の
写
真
を
送
り
ま

し
た
。
故
郷
を
思
い
慕
う
地
主
に
今
後
も
寄

り
添
え
ら
れ
る
よ
う
、
農
業
振
興
に
携
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
川
内
地
域
）

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
知
人
か
ら
の
誘
い
で
、
平
成
29
年

か
ら
引
き
受
け
ま
し
た
。
毎
月
の
総
会
、
現

地
調
査
な
ど
を
行
い
、
最
近
は
農
地
の
借
り

手
、
貸
し
手
を
結
び
付
け
る
農
家
に
戸
別
訪

問
調
査「
総
点
検
活
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
な
ど
、
担
い
手
不
足
に
よ
る
農

家
の
深
刻
な
生
の
声
を
聞
く
機
会
が
増
え
、

職
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

ず
は
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
、
農

業
者
の
方
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
今
後
も
農
業
振
興
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

祁
答
院
地
域
）

【
ト
マ
ト
の
甘
煮
】

　

女
性
農
業
委
員
か
ら
、
簡
単
に
作
れ
て
、

栄
養
化
も
高
く
、
夏
バ
テ
防
止
に
な
る
最
適

の
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

▼�

食
材
：
ト
マ
ト
中
玉
５
個
・
グ
ラ
ニ
ュ
ー

糖
カ
ッ
プ
１
杯
半
・
水
カ
ッ
プ
２
杯
半
・

レ
モ
ン
半
分(

皮
を
む
い
て
薄
く
切
る
）

▼�

作
り
方
：
ま
ず
ト
マ
ト
を
湯
む
き
し
て
、

す
ぐ
鍋
に
入
れ
る
。
次
に
残
り
食
材
を
鍋

に
入
れ
、弱
火
で
10
分
ほ
ど
煮
込
み
ま
す
。

途
中
に
お
好
み
で
シ
ナ
モ
ン
を
入
れ
て
、

出
来
上
が
り
で
す
。
食
欲
も
湧
き
、
喉
越

し
も
良
く
食
も
進
み
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

 

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

�

▼
委
員
長　

蒲
生
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良
廣

�

▼
副
委
員
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有
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康
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�

▼
編
集
委
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有
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四
男
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別
府�

生
次
、
武
田�

芳
久
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小
園�

光
男
、
礒
道�

博
和
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薬
師
寺�

し
げ
子
、
岩
元�

博
德

�　

德
利�

忠
好
、
牧
田�

信
一

�　

梶
原�

拓
二

全
国
農
業
新
聞
を　
　
　
　
　
　
　

　

購
読
し
ま
せ
ん
か

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表

機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行

す
る
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
会
で
購
読
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

●
発
行
日
／
毎
週
金
曜
日　

●
購
読
料
／
月
額
７
０
０
円

総
会
の
開
催

　

毎
月
25
日
前
後
に
定
例「
総
会
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
甑
島
地
域
を
含
む
市
内
全
域

で
毎
月
１
０
０
件
近
い
農
地
の
売
買
や
賃

借
、
転
用
な
ど
の
許
認
可
申
請
や
証
明
願
な

ど
に
つ
い
て
、
法
令
に
抵
触
し
な
い
か
、
妥

当
性
が
あ
る
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
の
目
的
は
、
一
般
住
宅
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
共
同
住
宅
建
設
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
は
太
陽
光
発
電
売
電
目
的
の
転
用
申
請

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
貸
借
の
集

積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
解
消
・
未
然
防

止
対
策
、
新
規
農
業
参
入
の
促
進
、
既
存
農

家
の
後
継
者
育
成
な
ど
、
農
政
全
般
に
関
す

る
意
見
書
の
審
議
、
今
後
の
農
政
活
動
内
容

の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
、
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、
総
会
議

事
録
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

本
土
４
地
域　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

定
例
会
の
実
施

　

定
例
総
会
に
提
案
さ
れ
る
申
請
な
ど
の
事

前
協
議
と
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
毎
月
中

旬
に
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
で
構
成
し
た
定
例
会
を
本
土
４
地
域
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
申
請
さ
れ
る
農
地
の
貸
し
手
、
借
り

手
や
、
許
認
可
申
請
に
係
る
農
地
の
現
況
調

査
や
、
農
地
の
有
効
利
用
策
な
ど
地
域
農
業

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
活
発
な

議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

最
低
経
営
農
地
面
積　
　
　
　
　
　

　
「
下
限
面
積
」を
見
直
し
ま
し
た

　
「
遊
休
農
地
の
解
消
」と「
空
き
家
バ
ン
ク

に
付
属
す
る
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
」を
図

る
た
め
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
、
表
１
の
と

お
り
、
下
限
面
積（
最
低
経
営
農
地
面
積
）を

見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
下
限
面
積
が
足

り
ず
、
小
規
模
農
地
を
取
得
で
き
な
か
っ
た

新
規
就
農
希
望
者
も
、
取
得
が
容
易
に
な
り

ま
し
た
。

＊�

農
用
地
区
域
外
の
遊
休
農
地
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
に
付
属

す
る
農
地
を
取
得
す
る
場
合
は
誓
約
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◎
各
地
域
推
進
委
員
よ
り

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
な
っ
て

旬
の
食
材
簡
単
レ
シ
ピ

▲出店販売の様子
（川内湯田地域）

▲農業委員会総会（全地域）

▲地域定例会（祁答院地域）

▲トマトの甘煮

▲市内水田耕作風景

下限面積 設定区域

Ⓐ 20a（＝ 2,000㎡） 農業振興地域「農用地区域内」（本土全域）

Ⓑ 10a（＝ 1,000㎡） 農業振興地域「農用地区域内」（甑島全域）

Ⓒ 1a（＝ 100㎡） 農業振興地域「農用地区域外」（遊休農地も含む、市内全域）
＊以下の地域は下限面積「20a(2,000㎡ )」です。

都
みやこ

町
ちょう

字
あざ

都
みやこ

、高
たか

江
え

町
ちょう

字
あざ

検
けん

見
み

田
でん

、同町字
あざ

田
た

中
なか

、水
みず

引
ひき

町
ちょう

字
あざ

草
くさ

道
みち

、隈
くま

之
の

城
じょう

町
ちょう

字
あざ

木
き

練
ねり

、

同町字
あざ

川
かわ

原
はら

田
だ

、同町字
あざ

柿
かき

木
ぎ

、同町字
あざ

城
じょう

ノ
の

下
した

、祁
け

答
どう

院
いん

町
ちょう

下
しも

手
で

字
あざ

川
かわ

原
はら

、同町字
あざ

市
いち

ノ
の

後
うしろ

、

同町字
あざ

蒲
かま

牟
む

田
た

Ⓓ 10㎡ 「空き家情報登録制度（空き家バンク）」に登録済みの空き家に、付属（接続）した農地

編
集
・
発
行
／
薩
摩
川
内
市
農
業
委
員
会　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号　

　
　
　
　
　
　

☎︎（
23
）５
１
１
１（
内
線
５
６
３
２
）

第
4
号

（表１）
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